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定価…6,200円+税

12月中旬発売

ご注文は☞JRCへ
FAX 03-3294-2177
＊全ての取次からのご注文が可能です（JRC経由）
＊返品は長期間受け付けます

【竹内芳郎（1924-2016）について】
1943 年東京帝国大学法学部入学、1952 年東京大学文学部卒業。哲学者。著作：『サルト
ル哲学入門』（河出書房、1956）、『実存的自由の冒険』（現代思潮社、1963）、『サルトルと
マルクス主義』（紀伊國屋書店、1965）、『国家の原理と反戦の論理』（現代評論社、1969）、『言
語・その解体と創造』（筑摩書房、1972）、『国家と文明』（岩波書店、1975）、『具体的経験
の哲学』（岩波書店、1986）、『意味への渇き』（筑摩書房、1988）ほか多数。訳書：ベルグソン『夢
について』（河出書房、1954）、『時間と自由』（河出書房、1955）、サルトル『哲学論文集』（人
文書院、1957）、同『弁証法的理性批判』Ⅰ（人文書院、1962）、メルロー＝ポンティ『知覚
の現象学』1・2（みすず書房、1967・1974）、同『シーニュ』1・2（みすず書房、1969・1970）など。

鈴木道彦・海老坂武【監修】
竹内芳郎著作集 第4巻

言語創造の意味を追究した『言語・その解体と

創造』、マルクス主義の再構成から国家・民主

主義論の集大成をめざした『国家と文明』、文

化・文明の転換可能性を探る『課題としての

〈文化革命〉』──“反乱の60年代”を受けとめ

思索を深めた、70年代の成果3著作を収録。

私たちが自力で思考しようとするときに、
時空を超えて多くの示唆を与えてくれる古典

A5判・上製・函入・620頁・定価：本体6,200円＋税

─澤田直

言語・その解体と創造
国家と文明
課題としての〈文化革命〉

［収録書籍］


